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報 道 発 表 (公財)日本海洋科学振興財団

 

令 和 8 年 7 月 23 日 

気 象 研 究 所 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 

公益財団法人日本海洋科学振興財団 

京 都 大 学 

国連海洋科学の 10 年国内委員会 

む つ 市 

 
8 月にむつ市で「国連海洋科学の 10 年」のプロジェクトに関する 

国際ワークショップを開催します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． ワークショップの概要 

「国連海洋科学の 10 年」※のプロジェクトに関する国際ワークショップは、13の国や地域

及び国内から研究者約 70 名がむつ市に集まり、令和 8 年 8 月 24～30 日に青森県むつ市の下

北文化会館で開催されます。台風・海洋熱波・黒潮などを捉える海洋観測に関する発表が行

われるほか、国際的な海洋観測ネットワークの将来像について議論が行われる予定です。日

本は本ワークショップの開催等を通して、「国連海洋科学の 10 年」や世界の海洋観測網の構

築に積極的に貢献しています。 

主催： 気象研究所 

共催： 海洋研究開発機構（JAMSTEC）、日本海洋科学振興財団、京都大学、 

国連海洋科学の 10 年国内委員会、むつ市 

 

※国連の海洋科学の10年： 

持続可能な開発のための国連海洋科学の 10 年。SDGs の達成に向け、海洋科学の知見と技術を総動員する取組

を推進するため、国連は 2021 年から 2030 年を「国連海洋科学の 10 年」と設定 

 

令和 8年 8月 24～30 日に青森県むつ市の下北文化会館で、「国連海洋科学の 10

年」のプロジェクトに関する国際ワークショップ（主催：気象研究所、共催：海

洋研究開発機構等）を開催します。本ワークショップでは、台風の観測や海の異

常高温の監視など、私たちの暮らしに関わる海洋観測について世界の研究者が議

論します。また、8月 29 日(土)には一般市民や高校生・大学生を対象としたタ

ウンホールミーティングを開催し、海洋科学が地域社会や暮らしにどのように役

立つかについて世界の研究者から紹介してもらう機会を設けます。ぜひご参加く

ださい。 
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２． タウンホールミーティングの概要 

このタウンホールミーティングは、「国連海洋科学の 10 年」の一環として、私たちの暮

らしと密接に関わる海の科学について、最新の研究成果を分かりやすくご紹介するもので、

高校生や大学生をはじめとする地域の皆様に、海洋研究の最前線に触れていただく貴重な機

会となります。 

当日は、フランス・メルカトール海洋研究所の Elisabeth Remy 博士、他 2 名に、「国連

海洋科学の 10 年」の目標の一つである「予測できる海」が水産業などを通し我々の暮らし

の改善にどのように貢献しているかについて講演していただき、参加者の疑問にお答えする

予定です。台風の予測や、私たちの食卓に並ぶ魚に影響を与える海の異変など、海洋観測が

どのように私たちの社会に貢献しているのか、専門家から直接学ぶことができます。海洋科

学の面白さや重要性を、ぜひこの機会に体験してください。 

 

日  時： 2026 年 8月 29 日（土） 13:00～15:00 

場  所： 下北文化会館大ホール（青森県むつ市） 

対  象： どなたでもご参加いただけます（高校生・大学生歓迎） 

主な内容： 

 「予測できる海」が水産業などを通して私たちの暮らしにどう貢献するか 

 漁船観測による海洋予測の可能性 

 「海と地球のデジタルツイン」の最先端応用 

参 加 費： 無料 

参加方法： 海洋研究開発機構から後日お知らせする予定です 
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問い合わせ先 

 

【研究内容について】 

・気象研究所 

全球大気海洋研究部 第五研究室 主任研究官 藤井 陽介（ふじい ようすけ） 

E-mail：yfujii@mri-jma.go.jp 
 

・海洋研究開発機構 むつ研究所 

E-mail: mutsuken@jamstec.go.jp 
 

・公益財団法人 日本海洋科学振興財団 

むつ海洋研究所 海洋研究部 主任研究員 中山 智治（なかやま ともはる） 

E-mail: nakayama@jmsfmml.or.jp 
 

・京都大学 

防災研究所 准教授 伊藤 耕介（いとう こうすけ） 

E-mail: ito.kosuke.2i@kyoto-u.ac.jp 
 

・国連海洋科学の10年国内委員会（事務局） 

升本 順夫（ますもと ゆきお） 

E-mail: masumoto@eps.s.u-tokyo.ac.jp 

 

【機関窓口】 

・気象研究所 企画室（広報担当） 

電話：029-853-8536、 E-mail: ngmn11ts@mri-jma.go.jp 

 

・むつ市 政策推進部 市民連携課 

電話0175-22-1111（内線2155・2156）、 E-mail：renkei@city.mutsu.lg.jp 

 

・海洋研究開発機構 海洋科学技術戦略部 報道室 

電話：045-778-5690、E-mail：press@jamstec.go.jp 

 

・公益財団法人 日本海洋科学振興財団 管理部 

電話：0175-22-9111、 E-mail：kuros@jmsfmml.or.jp 

 

・京都大学 広報室 

電話：075-753-2071、 E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

 

・国連海洋科学の10年国内委員会 事務局 

E-mail：office@oceanpolicy.jp 

 


